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東近江市企画部森と水政策課

里山活用推進室

滋賀県 東近江市 里山をいかした子育て環境づくり、人づくり事業



里山の保全と活用に力を入れている東近江市
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●琵琶湖の東側に位置、人口約11万人
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●市民による里山保全活動が盛ん（28団体）

●市も里山をいかした環境学習施設を整備、

子どもを中心に年間１万人以上が利用

●一方で、身近な所に里山などの自然が

多いのに、その価値が認識されていない

ことに危機感
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多くの子どもに、身近な自然の楽しさ・価値を知ってほしい

本市独自の「里山保育」をスタート！
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①園の周りの、今ある身近な自然で実施

②指導者が出向いて実施

③保護者の意向に左右されない

●発見！感動！驚き！不思議！

●自然にふれることが楽しい！

●もっと知りたい！やってみたい！

●自分たちが住む地域の自然は大切だ！

子どもに感じてほしいこと

「子どもが、里山を誇りに思うようになった」

「子どもが里山に行きたいと言うようになり、親の心を変わらせてくれた」

「里山保育を通じて子どもが自分からやりたい、知りたいと思うようになった」

保護者の意見
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●自然をいかして子どもの育成に関わりたい市民が

「東近江さとやまNannies」を結成

●2015年度に１園から開始、子どもや園から好評

市民が里山保育に参加、指導者として活躍

もっと実施園を増やしたいが･･･
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●徐々に増やし、2021年度は９園で延べ55回実施

●実施園が増えるに連れて、市役所の職員だけでは

対応困難に･･･

●市は里山保育のノウハウを同団体に提供、

メンバーが指導者となり、里山保育を実施する

仕組みを構築（2021年９月より）

●2022年度は３園増え、12園456人の園児に実施

（市内在園５歳児の約５割）

●市内全園（27園）での実施を目指したいが･･･
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今後の課題

●2023年度まで国の交付金を活用して市民団体に

業務委託予定だが、その後の財源確保が課題

●里山保育の拡大と継続のため、市民団体「東近江

さとやまNannies」への業務委託に充当希望

お問合せ 東近江市企画部企画課 小杉（企業版ふるさと納税に関すること）
TEL 0748-24-5610 E-mail : kikaku@city.higashiomi.lg.jp

東近江市企画部森と水政策課里山活用推進室 丸橋（里山保育に関すること）
TEL 0748-24-5624 E-mail : morimizu @city.higashiomi.lg.jp 5

本事業に御寄附いただいた場合の使途

●保護者に対して里山保育実施後に毎回発行する通信で、

御寄附いただいた企業様を紹介（2022年度は年間1,860

部発行、実施園が増える毎に増加）

企業様のメリット

●イメージアップ（地域の自然をいかし、市民が子どもの

育成に関われる独自のシステム「里山保育」を支援）

保護者に配布する通信
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